演習２（ネットワーク活用による権利擁護）

（当日配布資料）
ワークシート５
＜追加エピソード＞
　本人がグループホームに入所してから１ヶ月ほどして妹から保佐人に「母は現在入院している病院から特別養護老人ホームに直接入所することになった。姉（本人）もグループホームに入所して無人となっていて維持が大変だと思うので自宅を処分してほしい」と連絡がありました。
本人が住んでいた自宅は父親死亡時の相続で母、本人、妹の共有名義になっており、本人の私物もあり週末には自宅に外出しています。

＜演習課題＞
①それぞれの立場の主張を確認する。
②担当相談支援専門員（社会福祉士）が権利擁護の視点にたって何を大事にすべきかグループごとに考察する。
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